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「
ミ
ル
ザ
」
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

―
―
ス
タ
ー
ル
夫
人
に
よ
る
黒
人
主
人
公
の
造
形
―
―

田
　
戸
　
カ
ン
ナ

は
じ
め
に

ス
タ
ー
ル
夫
人
（
一
七
六
六
～
一
八
一
七
）
は
今
日
、『
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
』
や
『
コ
リ

ー
ヌ
』、『
文
学
論
』
や
『
ド
イ
ツ
論
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
黒
人
奴
隷

制
を
背
景
に
黒
人
を
主
人
公
に
し
た
中
編
小
説
も
残
し
て
い
る
。
そ
れ
が
「
ミ
ル
ザ
」

で
あ
る
。「
ミ
ル
ザ
」
は
『
断
片
集
』
に
収
め
ら
れ
一
七
九
五
年
五
月
に
世
に
出
た
。

作
者
が
二
九
歳
の
時
で
あ
る
。
一
七
九
五
年
は
、
前
年
に
ス
イ
ス
で
刊
行
さ
れ
た
『
ピ

ッ
ト
氏
と
フ
ラ
ン
ス
人
に
あ
て
た
平
和
に
つ
い
て
の
省
察
』
が
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
年

で
も
あ
る
が
、『
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
』、『
コ
リ
ー
ヌ
』、『
文
学
論
』、『
ド
イ
ツ
論
』
と
い

う
大
作
が
発
表
さ
れ
る
以
前
の
時
期
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
作
家
と
し
て
の
経
歴

の
上
で
は
前
期
に
相
当
す
る
。「
ミ
ル
ザ
」
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
作
品
の
な
か
で
も
大

作
の
陰
に
隠
れ
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
上
に
、
注
目
す
る
に
値
し
な
い
と

さ
え
考
え
ら
れ
て
き
た
。
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
グ
ラ
ス
・
ラ
ー
グ
は
「
ミ
ル
ザ
」
に
関
し
て
、

「
ほ
と
ん
ど
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
書
き
方
を
学
ん
で
い
る
最
中
で
あ
る
よ
う
だ1
」
と
述

べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
ミ
ル
ザ
」
に
関
す
る
研
究
論
文
は
数
少
な
く
、

ス
タ
ー
ル
夫
人
が
黒
人
や
黒
人
奴
隷
制
の
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

「
ミ
ル
ザ
」
の
作
品
世
界
に
お
い
て
は
セ
ネ
ガ
ル
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
主
人
公
の
黒
人
男
性
キ
シ
メ
オ
は
そ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
。「
ミ
ル
ザ
」
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
当
時
、
黒
人
が
働
く
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
は
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
西
イ
ン
ド
諸
島
及

び
イ
ン
ド
洋
上
の
植
民
地
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は

既
に
一
七
六
三
年
に
セ
ネ
ガ
ル
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

黒
人
奴
隷
を
サ
ン
＝
ル
イ
に
連
れ
て
行
き
解
放
し
、
そ
こ
で
綿
花
、
タ
バ
コ
そ
し
て
コ

ー
ヒ
ー
を
栽
培
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
失
敗
に
帰
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
者
と
、
黒
人
奴
隷
を
売
っ

て
利
益
を
得
て
い
た
ア
フ
リ
カ
の
大
西
洋
沿
岸
の
国
々
が
猛
烈
に
反
対
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
失
敗
例
に
照
ら
し
て
も
、「
ミ
ル
ザ
」
の
世
界
で
ア
フ
リ
カ

に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
ス

タ
ー
ル
夫
人
が
黒
人
奴
隷
貿
易
並
び
に
黒
人
奴
隷
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立

っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
ミ
ル
ザ
」
の
世
界
で
ア
フ
リ
カ
に
設
け
ら

れ
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
い
か
な
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
黒
人
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
造
形
し
た
の
か

が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

学
苑
　
昭
和
女
子
大
学
紀
要
　
第
九
六
六
号
　（
一
）～（
一
七
）　（
二
〇
二
一
・
七
）
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ス
タ
ー
ル
夫
人
と
黒
人
奴
隷
貿
易
並
び
に
黒
人
奴
隷
制

（
1
）　
周
囲
の
人
々

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
黒
人
奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
際
に
ま
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
夫
人
の
身
近
な
人
た
ち
の
存
在
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
周
囲
に
は
黒
人
奴
隷

貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
人
が
数
多
く
い
た
。

最
初
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
敬
愛
し
て
い
た
父
親
、

す
な
わ
ち
財
務
総
監
ま
た
銀
行
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ケ
ル
（
一
七
三

二
～
一
八
〇
四
）
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
彼
は
財
務
総
監
で
あ
っ
た
一
七
八
一
年

に
『
国
王
へ
の
財
政
報
告
』
を
刊
行
し
て
国
家
の
財
政
事
情
を
公
に
し
、
一
大
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
人
物
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
ネ
ッ
ケ
ル
は
財
務
総
監
に
就

任
す
る
以
前
、
三
〇
歳
の
時
に
テ
リ
ュ
ソ
ン
と
と
も
に
「
テ
リ
ュ
ソ
ン
、
ネ
ッ
ケ
ル
銀

行
」
の
共
同
支
配
人
と
な
り
、
こ
の
銀
行
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
株
を
所
有
し
て
い
た
。

七
年
戦
争
に
よ
っ
て
経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
東
イ
ン
ド
会
社
は
最
終
的
に
は
倒
産
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ネ
ッ
ケ
ル
は
こ
の
会
社
の
補
助
管
財
人
と
な
り
、
会
社
の
危

機
的
状
況
を
改
善
し
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
一
七
四
四
年
以
降
、
奴
隷
貿
易
を
ほ
と
ん

ど
止
め
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ケ
ル
が
関
わ
っ
て
い
た
間
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
利
益
は
奴
隷

貿
易
か
ら
も
来
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ケ
ル
は
黒
人
奴
隷
貿
易
か
ら
富
を
得
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
ネ
ッ
ケ
ル
で
は
あ
る
が
、
彼
が
人
道
主
義
者
で
あ
っ
た
点

を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
一
七
七
七
年
に
財
務
総
監
に
任
命
さ
れ
た
あ
と
、

病
院
や
貧
民
収
容
所
、
牢
獄
の
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
当

時
、
病
院
で
は
病
人
は
性
別
、
年
齢
に
関
係
な
く
狭
い
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
お
り
、

死
体
が
何
時
間
も
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
監
獄
で
は
囚
人
は
罪
の
内
容
や
重
さ

に
関
係
な
く
同
じ
監
房
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
お
り
、
獄
吏
に
不
当
に
扱
わ
れ
て
い
た
。

監
房
は
狭
く
、
空
気
も
悪
か
っ
た
。
病
院
と
監
獄
の
衛
生
状
態
は
劣
悪
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
な
か
ネ
ッ
ケ
ル
は
一
七
七
七
年
に
病
院
委
員
会
を
設
置
し
、
パ
リ
市
立
病
院

で
患
者
を
病
名
別
、
男
女
別
に
分
け
、
ベ
ッ
ド
数
を
増
や
す
よ
う
に
し
、
監
獄
の
運
営

組
織
に
つ
い
て
具
体
的
な
改
革
案
を
準
備
し
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
物
乞
い
が
数

多
く
お
り
、
貧
民
収
容
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ネ
ッ
ケ
ル
は
モ
デ
ル
と

な
る
貧
民
収
容
所
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
も
し
た
。

ネ
ッ
ケ
ル
の
人
道
主
義
は
黒
人
奴
隷
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
た
。
彼
は
一
七
八
四
年

に
出
版
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
財
政
論
』
の
第
十
三
章
「
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
の
税
と
人

口
」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
の
人
口
構
成
と
租
税
を
示
し
た
上
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
た
ち
が
人
間
の
偉
大
さ
を
誇
り
と
す
る
一
方
で
、
黒
人
た
ち
を
奴
隷
に
し
て
い
る

と
い
う
矛
盾
を
暴
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
国

が
み
な
一
致
し
て
黒
人
貿
易
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
全
般
的
協
定
の
計
画
は
夢
の
よ
う

な
計
画
で
あ
ろ
う
か2
。」
ネ
ッ
ケ
ル
は
さ
ら
に
、
自
ら
が
提
議
し
て
一
七
八
九
年
五
月

五
日
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
召
集
さ
れ
た
三
部
会
の
開
始
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
演
説
の
な

か
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
奴
隷
貿
易
を
止
め
て
奴
隷
制
度
を
今
よ
り
も
残
酷
で
な
い
も
の
に

す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ネ
ッ
ケ
ル
は
黒
人
を
白
人
と
同
じ
よ
う
な
人
間
と
み

な
し
、
黒
人
に
同
情
を
寄
せ
て
い
た
。
彼
は
『
フ
ラ
ン
ス
財
政
論
』
で
黒
人
た
ち
を

「
我
々
に
似
た
人
間
」
と
呼
び
、
一
七
八
九
年
五
月
五
日
の
演
説
で
は
黒
人
た
ち
を

「
あ
の
不
幸
な
人

3々
」、「
思
考
、
そ
し
て
と
り
わ
け
苦
し
む
と
い
う
悲
し
い
能
力
に
よ

っ
て
我
々
に
似
た
あ
の
人
間
た
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
の
父
親
に
次
い
で
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
彼
女
の
母
親
で

あ
る
。『
離
婚
論
』（
一
七
九
四
年
）
な
ど
を
発
表
し
た
文
筆
家
で
も
あ
り
教
養
あ
ふ
れ
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た
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
（
一
七
三
七
～
一
七
九
四
）
は
一
七
六
四
年
九
月
に
二
七
歳
で
ジ
ャ
ッ

ク
・
ネ
ッ
ケ
ル
と
結
婚
し
た
あ
と
、
ま
ず
は
パ
リ
の
マ
レ
地
区
に
あ
る
ミ
シ
ェ
ル
＝
ル

コ
ン
ト
通
り
の
ブ
リ
ニ
ュ
ー
館
で
、
次
い
で
移
り
住
ん
だ
ク
レ
リ
ー
通
り
の
ル
・
ブ
ラ

ン
館
―
―
こ
の
ル
・
ブ
ラ
ン
館
で
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
―
―
で
サ

ロ
ン
を
主
宰
し
た
。
彼
女
は
一
七
七
〇
年
晩
春
と
夏
に
は
パ
リ
北
郊
に
あ
る
サ
ン
＝
ト

ゥ
ワ
ン
城
に
も
サ
ロ
ン
を
開
き
、
一
七
七
五
年
か
ら
一
七
七
六
年
に
か
け
て
の
冬
に
は

シ
ョ
セ
＝
ダ
ン
タ
ン
の
館
に
人
々
を
迎
え
入
れ
て
い
た
。
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
の
サ
ロ
ン
は

当
時
、
パ
リ
有
数
の
サ
ロ
ン
で
あ
り
、
デ
ュ
・
デ
フ
ァ
ン
夫
人
、
レ
ス
ピ
ナ
ス
嬢
、
ジ

ョ
フ
ラ
ン
夫
人
、
ド
ゥ
ド
ト
伯
爵
夫
人
に
加
え
て
、
デ
ィ
ド
ロ
、
ビ
ュ
フ
ォ
ン
、
ア

ベ
・
レ
ー
ナ
ル
（
一
七
一
三
～
一
七
九
六
）、
グ
リ
ム
、
ベ
ル
ナ
ル
ダ
ン
・
ド
・
サ
ン=

ピ
エ
ー
ル
、
マ
ル
モ
ン
テ
ル
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
詩
人
ト
マ
、
モ

ル
レ
神
父
、
ア
ル
ノ
ー
神
父
、
シ
ュ
ア
ー
ル
、
マ
ブ
リ
、
ラ
・
ア
ル
プ
、
サ
ン=

ラ
ン

ベ
ー
ル
（
一
七
一
六
～
一
八
〇
三
）
ら
当
代
き
っ
て
の
知
識
人
が
続
々
と
来
訪
し
た
。
ネ

ッ
ケ
ル
夫
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
義
主
張
を
も
つ
人
々
を
受
け
入
れ
、

宗
教
蔑
視
を
除
い
て
多
様
な
考
え
を
表
明
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
。
ベ
ル
ナ
ル
ダ

ン
・
ド
・
サ
ン=

ピ
エ
ー
ル
が
こ
の
サ
ロ
ン
で
ビ
ュ
フ
ォ
ン
、
ト
マ
、
ガ
リ
ア
ー
ニ
神

父
ら
を
前
に
『
ポ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
』
を
初
め
て
朗
読
す
る
と
聴
衆
は
退
屈
し
、

朗
読
後
に
ベ
ル
ナ
ル
ダ
ン
は
危
う
く
原
稿
を
火
に
く
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
の

は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
の
客
人
の
な
か
で
も
デ
ィ
ド
ロ
、
ア
ベ
・
レ
ー
ナ
ル
、
ベ
ル
ナ
ル
ダ

ン
・
ド
・
サ
ン=

ピ
エ
ー
ル
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
サ
ン=

ラ
ン
ベ
ー
ル
は
黒
人
奴
隷

貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
に
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
ア
ベ
・
レ

ー
ナ
ル
の
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
書
『
両
イ
ン
ド
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
植
民

及
び
商
業
の
哲
学
的
・
政
治
的
歴
史
』、
通
称
『
両
イ
ン
ド
史
』
は
一
七
七
二
年
に
配

給
さ
れ
る
と
大
成
功
を
収
め
、
一
七
七
四
年
、
一
七
八
一
年
に
改
訂
を
重
ね
て
出
版
さ

れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。『
両
イ
ン
ド
史
』
の
な
か
に
は
デ
ィ
ド
ロ
が
執
筆
し
た
、

黒
人
奴
隷
制
を
批
判
し
た
く
だ
り
が
あ
る
。
ベ
ル
ナ
ル
ダ
ン
・
ド
・
サ
ン=

ピ
エ
ー
ル

も
一
七
七
三
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
島
へ
の
旅
』
を
上
梓
し
、
そ
の
な
か
で
黒
人
奴
隷
制
の

実
態
を
非
難
し
た
。
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
『
精
神
論
』（
一
七
五
八
年
刊
）
の
な
か
で
黒

人
奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
に
異
議
を
唱
え
、
サ
ン=

ラ
ン
ベ
ー
ル
は
反
黒
人
奴
隷
制

の
考
え
を
「
ズ
ィ
メ
オ
」［『
四
季
』（
一
七
六
九
年
刊
）
所
収
］
な
ど
で
展
開
し
、
黒
人

奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
の
廃
止
を
目
指
す
「
黒
人
の
友
協
会
」
の
会
員
と
な
っ
た
。

彼
ら
が
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
の
サ
ロ
ン
で
黒
人
奴
隷
貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
を
話
題
に
し
、
そ

れ
を
批
判
し
た
と
し
て
も
一
向
に
不
思
議
で
は
な
い
。
ジ
ョ
ン
・
ク
レ
イ
ボ
ー
ン
・
イ

ザ
ベ
ル
は
、
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
は
「
黒
人
の
友
協
会
」
に
加
わ
っ
た
と
断
言
し
て
さ
え
い

る4
。
も
し
イ
ザ
ベ
ル
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
も
サ
ロ
ン
の
客

人
た
ち
に
交
じ
っ
て
反
黒
人
奴
隷
貿
易
や
反
黒
人
奴
隷
制
の
話
を
積
極
的
に
展
開
し
た

可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
幼
い
頃
の
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
母
親
が
主
宰
す

る
サ
ロ
ン
に
出
席
し
、
聡
明
さ
を
発
揮
し
て
そ
う
そ
う
た
る
客
人
た
ち
と
会
話
を
交
わ

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
幼
い
頃
既
に
母
親
の
サ
ロ
ン
で
黒
人
奴
隷

貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
に
対
す
る
批
判
を
耳
に
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
を
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

ネ
ッ
ケ
ル
夫
妻
に
関
し
て
は
、
二
人
と
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
に
滞
在
し
た
経
験
が
あ
り
、
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
（
一
七
六
〇
～
一
八
四

六
）
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
は
一
七
八
七

年
に
ロ
ン
ド
ン
で
設
立
さ
れ
た
奴
隷
貿
易
廃
止
協
会
の
設
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
港
を

回
っ
て
奴
隷
貿
易
に
つ
い
て
調
査
も
し
、
一
八
二
三
年
に
は
「
反
奴
隷
制
協
会
」
の
副

会
長
と
な
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
な
黒
人
奴
隷
貿
易
・
奴
隷
制
廃
止
論
者
で
あ
る
。
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ス
タ
ー
ル
夫
人
と
黒
人
奴
隷
貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
人
と
の
接
触
は
成
人

後
も
続
い
た
。
彼
女
は
一
七
八
六
年
に
パ
リ
駐
在
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
、
ス
タ
ー
ル

男
爵
と
結
婚
し
た
あ
と
、
パ
リ
の
邸
宅
で
サ
ロ
ン
を
開
い
た
。
幼
い
頃
か
ら
母
親
ネ
ッ

ケ
ル
夫
人
の
サ
ロ
ン
で
時
を
過
ご
し
て
い
た
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
会
話
に
長
け
、
客
人
た

ち
を
魅
了
し
、
サ
ロ
ン
の
女
主
人
と
し
て
立
派
に
振
る
舞
っ
た
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
サ

ロ
ン
に
は
ラ
・
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
、
マ
チ
ュ
ー
・
ド
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
、
コ
ン
ド
ル
セ
、

シ
エ
イ
エ
ス
、
コ
ン
ス
タ
ン
、
レ
カ
ミ
エ
夫
人
、
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
の
総
督
だ
っ
た

ピ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
マ
ル
ー
エ
（
一
七
四
〇
～
一
八
一
四
）、
テ
オ
ド
ー
ル
・

ド
・
ラ
メ
ッ
ト
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ラ
メ
ッ
ト
（
一
七
六
〇
～
一
八
二
九
）
の
兄

弟
、
バ
ル
ナ
ー
ヴ
（
一
七
六
一
～
一
七
九
三
）、
ブ
リ
ソ
ら
歴
史
に
名
を
残
す
人
々
が
次

か
ら
次
へ
姿
を
見
せ
た
。
た
し
か
に
、
バ
ル
ナ
ー
ヴ
と
マ
ル
ー
エ
は
植
民
地
に
お
け
る

自
分
た
ち
の
利
益
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
者
ら
の
集
団
「
マ

シ
ア
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
サ
ロ
ン

の
客
人
の
な
か
に
は
、
黒
人
奴
隷
貿
易
批
判
や
黒
人
奴
隷
制
批
判
の
先
頭
に
立
つ
人
物

が
複
数
い
た
。
ま
ず
ブ
リ
ソ
は
一
七
八
八
年
に
「
黒
人
の
友
協
会
」
を
設
立
し
た
人
物

で
あ
る
し
、
ラ
・
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
と
シ
エ
イ
エ
ス
は
こ
の
協
会
の
設
立
当
初
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
黒
人
奴
隷
貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
書
き

物
を
い
く
つ
も
発
表
し
た
が
、
一
七
八
一
年
に
『
黒
人
奴
隷
制
に
関
す
る
考
察
』
を
、

一
七
八
八
年
に
こ
の
書
の
第
二
版
を
刊
行
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
て
い
た
。

さ
ら
に
コ
ン
ド
ル
セ
は
「
黒
人
の
友
協
会
」
が
設
立
さ
れ
る
と
間
も
な
く
入
会
し
、
既

に
一
七
八
九
年
に
は
こ
の
協
会
の
会
長
と
な
っ
て
い
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ラ

メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
彼
は
「
マ
シ
ア
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
て
し
ば
ら
く
す

る
と
こ
の
ク
ラ
ブ
に
接
近
し
態
度
を
翻
し
て
し
ま
う
が
、
そ
も
そ
も
「
黒
人
の
友
協

会
」
の
会
員
で
あ
っ
た5
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
黒
人
奴
隷
貿
易
批
判

や
黒
人
奴
隷
制
批
判
の
動
き
の
最
前
線
に
い
る
複
数
の
人
物
と
直
接
交
流
し
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。

彼
女
は
二
八
歳
の
時
、
一
七
九
四
年
九
月
に
コ
ペ
か
ら
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
へ
向
か
う
途
中

の
ニ
ヨ
ン
で
一
歳
年
下
の
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
と
知
り
合
い
、
二
人
は
そ
の

後
愛
人
関
係
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
も
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
サ
ロ
ン
の
客
人

の
な
か
で
な
い
が
し
ろ
に
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
ス
タ
ー
ル
夫

人
の
死
後
で
は
あ
る
が
、
黒
人
奴
隷
貿
易
廃
止
を
実
現
す
る
た
め
に
精
力
的
に
活
動
す

る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
は
一
八
二
〇
年
代
に
政
治
家
と
し
て
議
会
で
黒
人
奴
隷

貿
易
の
廃
止
を
求
め
る
一
方
、
作
家
と
し
て
も
黒
人
奴
隷
貿
易
の
実
態
を
暴
き
出
し
廃

止
を
訴
え
た6
。

周
知
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
一
八
〇
三
年
に
パ
リ
か

ら
四
〇
里
離
れ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
入
国
を
禁
止
さ
れ
る
と
、
レ
マ

ン
湖
の
ほ
と
り
に
建
つ
、
ネ
ッ
ケ
ル
が
一
七
八
四
年
に
購
入
し
た
コ
ペ
の
館
に
選
り
す

ぐ
り
の
人
々
を
集
め
、「
コ
ペ
・
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成
し
た
。
コ
ぺ
・
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
に
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
と
コ
ン
ス
タ
ン
の
他
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
、
経
済
学
者

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
（
一
七
七
三
～
一
八
四
二
）、
ス
イ
ス
の
文
学
者
シ
ャ
ル
ル
・
ヴ
ィ
ク
ト

ル
・
ド
・
ボ
ン
ス
テ
タ
ン
、
歴
史
家
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
ド
・
バ
ラ
ン
ト
、
小
説
『
ヴ
ァ
レ

リ
ー
』
の
作
者
で
神
秘
思
想
家
の
ク
リ
ュ
ー
ド
ネ
ー
ル
夫
人
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
、

バ
イ
ロ
ン
ら
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
の
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
も
黒
人
奴
隷
貿
易
廃
止
を

唱
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
一
四
年
九
月
に
『
黒
人
貿
易
に
関
わ
る
フ
ラ
ン
ス

の
利
益
に
つ
い
て
』
を
出
版
し
、
こ
の
小
冊
子
は
同
年
十
一
月
に
「
黒
人
貿
易
に
関
す

る
新
た
な
考
察
」
を
付
け
加
え
ら
れ
て
再
び
世
に
出
た
の
だ
っ
た
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は

こ
れ
以
降
死
去
す
る
ま
で
、
黒
人
奴
隷
制
を
終
結
さ
せ
る
の
に
最
適
な
方
法
と
は
い
か

な
る
も
の
か
を
研
究
し
続
け
た
。
一
八
三
三
年
の
小
冊
子
『
解
放
さ
れ
た
ニ
グ
ロ
を
置
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く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
に
つ
い
て
』
―
―
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
『
経
済
学
月
刊
誌
』
に

掲
載
さ
れ
た
―
―
の
な
か
で
は
、
近
い
将
来
、
確
実
に
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
の
黒
人
奴

隷
は
自
由
を
獲
得
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
自
由
を
与
え
る
側
の
フ

ラ
ン
ス
人
は
ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
な
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
一
八
一
四
年
四
月
に
退
位
し
、
ル
イ
十
八
世
が
同
年
五
月
三
日
に
パ

リ
に
入
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
同
年
五
月
十
二
日

に
パ
リ
に
戻
る
こ
と
が
か
な
い
、
再
び
サ
ロ
ン
を
開
い
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
ロ
シ
ア
皇

帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
や
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
タ
レ
ー
ラ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
人
か

つ
政
治
家
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
他
、
数
多
く
の
著
名
な
政
治
家
、
作
家
を
集
め
隆
盛
を
誇

っ
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
の
客
人
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
タ
レ
ー
ラ
ン
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
、

そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
治
家
に
し
て
言
語
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ

ル
ト
の
弟
で
科
学
的
探
検
家
か
つ
博
物
学
者
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ

ル
ト
（
一
七
六
九
～
一
八
五
九
）
で
あ
る
。
タ
レ
ー
ラ
ン
と
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
は
ウ
ィ
ー
ン

会
議
の
折
、
一
八
一
五
年
二
月
八
日
に
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
行
っ
た
奴
隷
貿
易
廃
止
宣
言
に
そ
れ
ぞ
れ
自

国
を
代
表
し
て
署
名
し
た
人
物
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト

は
一
七
九
九
年
か
ら
一
八
〇
四
年
ま
で
五
年
に
わ
た
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
学
者
で

あ
り
医
者
で
も
あ
っ
た
エ
メ
・
ボ
ン
プ
ラ
ン
（
一
七
七
三
～
一
八
五
八
）
と
と
も
に
中
南

米
を
旅
し
て
科
学
的
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
町
ク
マ
ナ
で
奴

隷
市
場
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
キ
ュ
ー
バ
な
ど
で
黒
人
奴
隷
が
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
働
か
さ
れ
る
さ
ま
を
見
て
、
改
め
て
黒
人
奴
隷
制
に
反
対
し
て
い
た
。
彼

は
一
八
一
四
年
か
ら
一
八
三
一
年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
刊
行
し
た
『
新
大
陸
赤
道

地
方
紀
行
』
の
第
十
部
第
二
八
章
「
キ
ュ
ー
バ
島
に
関
す
る
政
治
的
試
論
」
の
な
か
で

ア
メ
リ
カ
探
検
に
出
発
す
る
以
前
か
ら
奴
隷
制
を
嫌
悪
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
た
上

で
、
奴
隷
制
を
次
の
よ
う
に
糾
弾
し
て
い
る
。「
故
国
で
家
族
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
奴

隷
船
の
船
倉
に
投
げ
込
ま
れ
る
奴
隷
を
考
え
る
に
せ
よ
、
奴
隷
は
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
の

地
に
押
し
込
め
ら
れ
た
邪
悪
な
人
間
の
群
れ
に
属
す
る
と
考
え
る
に
せ
よ
、
奴
隷
制
は

人
類
を
苦
し
め
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
の
な
か
で
お
そ
ら
く
最
大
の
も
の
で
あ
る7
。」

そ
し
て
「
奴
隷
階
級
の
真
の
改
善
は
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
身
体
的
状
況
に
及
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
法
の
整
備
な
ど
、
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
に
は
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
何
が
必
要
な
の
か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
第
十
部

第
二
八
章
は
一
八
二
六
年
に
独
立
し
て
『
キ
ュ
ー
バ
島
に
関
す
る
政
治
的
試
論
』
の
タ

イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
、
翌
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
語
版
も
世
に
出
て
、
反
黒
人
奴
隷
制
の
主

張
の
ゆ
え
に
社
会
的
に
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は

イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
黒
人
奴
隷
制
廃
止
論
者
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ

ー
ス
（
一
七
五
九
～
一
八
三
三
）
か
ら
尊
敬
を
受
け
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
反
奴
隷
制
の

委
員
会
を
設
け
る
の
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
と
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
か
ら
一
八
一
四

年
に
書
簡
で
依
頼
さ
れ
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。『
ド
イ
ツ
論
』
の
な
か
で
フ
ン
ボ

ル
ト
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
さ
ら
に
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
の
考
察
』
の
な
か
で

フ
ン
ボ
ル
ト
に
言
及
し
て
も
い
る
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、
学
術
目
的
と
兄
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

訪
問
の
目
的
で
イ
タ
リ
ア
に
赴
い
て
い
た
フ
ン
ボ
ル
ト
と
一
八
〇
五
年
に
ロ
ー
マ
で
会

っ
て
お
り8
、
ロ
ン
ド
ン
を
発
ち
パ
リ
に
戻
っ
た
一
八
一
四
年
五
月
十
二
日
の
数
日
後
に

は
フ
ン
ボ
ル
ト
を
迎
え
て
い
る
。
二
人
の
親
交
は
こ
れ
以
降
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
亡
く

な
る
ま
で
ず
っ
と
続
い
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は
中
南
米
の
科
学
的
探
検
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
著
名
人
で
あ
り
、
一
八
〇
四
年
八
月
二
七
日
か
ら
一
八
二
七
年
ま
で
の
大
半

を
パ
リ
で
過
ご
し9
、
毎
晩
あ
ち
こ
ち
の
サ
ロ
ン
に
顔
を
出
し
て
は
科
学
か
ら
う
わ
さ
話

に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
か
ら
に
は
、
彼
が
ス
タ
ー
ル

夫
人
に
、
中
南
米
で
の
黒
人
奴
隷
の
様
子
や
黒
人
奴
隷
制
に
反
対
の
心
情
を
語
っ
た
と
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し
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
と
黒
人
奴
隷
貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
人
々
と
の
接
触
に
つ

い
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
友
人
た
ち
で
あ
る
。
一
七
七
六
年
と
一

七
九
三
年
に
、
そ
れ
か
ら
一
八
一
三
年
か
ら
一
八
一
四
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在

し
た
経
験
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
と
り
わ
け
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
称
賛
し
て
い
た

ス
タ
ー
ル
夫
人
に
は
黒
人
奴
隷
貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
に
反
対
を
唱
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
友

人
が
複
数
い
た
。
ま
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ

ォ
ー
ス
で
あ
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト10
の
友
人
で
も
あ
っ
た

ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
一
七
八
〇
年
か
ら
一
八
二
五
年
ま
で
長
期
に
わ
た
り
下
院
議

員
を
務
め
た
政
治
家
で
あ
り
、
身
体
が
弱
い
な
が
ら
も
一
七
八
七
年
か
ら
宗
教
的
理
由

か
つ
人
道
的
理
由
に
よ
っ
て
反
黒
人
奴
隷
貿
易
、
反
黒
人
奴
隷
制
度
の
活
動
を
死
去
す

る
ま
で
推
し
進
め
た
人
で
あ
る
。
一
七
九
一
年
に
、
先
に
言
及
し
た
奴
隷
貿
易
廃
止
協

会
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
と
な
る
彼
は
一
七
九
一
年
、
一
七
九
二
年
、
一
八
〇
四
年
、
一

八
〇
五
年
と
い
う
よ
う
に
回
を
重
ね
て
議
会
に
奴
隷
貿
易
廃
止
法
案
を
提
出
し
、
こ
れ

ら
の
法
案
は
い
ず
れ
も
最
終
的
に
成
立
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
活

動
を
続
け
、
一
八
〇
七
年
一
月
三
一
日
に
は
黒
人
奴
隷
貿
易
の
実
態
を
暴
き
出
し
廃
止

を
訴
え
る
『
奴
隷
貿
易
廃
止
に
関
す
る
書
簡
』
を
出
版
す
る
な
ど
、
一
八
〇
七
年
に
議

会
で
奴
隷
貿
易
廃
止
が
決
議
さ
れ
る
の
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
彼
は
一
八
〇
七
年
以
降

も
活
動
を
続
け
、
奴
隷
貿
易
廃
止
法
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
す
る
こ
と
、
外
国

で
も
黒
人
奴
隷
貿
易
廃
止
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
た
「
ア
フ
リ
カ
協
会
」

（
一
八
〇
七
年
四
月
十
四
日
結
成
）
の
設
立
に
加
わ
っ
た
上
、
一
八
二
三
年
一
月
三
一
日

に
ロ
ン
ド
ン
で
結
成
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
領
全
土
に
お
け
る
奴
隷
制
の
状
態
の
緩
和
と

漸
進
的
廃
止
の
た
め
の
協
会
」（
通
称
「
反
奴
隷
制
協
会
」）
の
副
会
長
も
務
め
た11
。
そ
し

て
黒
人
奴
隷
の
全
面
的
解
放
を
成
し
遂
げ
る
べ
く
書
物
を
通
じ
て
ま
た
演
説
を
通
じ
て

訴
え
続
け
た
。
こ
れ
は
彼
の
死
か
ら
一
箇
月
後
の
一
八
三
三
年
八
月
二
九
日
に
奴
隷
制

廃
止
法
の
成
立
と
し
て
結
実
し
た
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
と
一
八
一
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
会
い
、
面

識
が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
当
初
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
黒
人
奴
隷
制
廃
止
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
か
疑
っ
て
い
た
の
だ
が
、
つ
い
に
は
夫
人
が
真
剣
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
彼
は
フ
ラ
ン
ス
で
黒
人
奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
の
廃
止

を
実
現
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ル
夫
人
を
頼
り
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー

ス
の
著
作
に
対
し
て
「
序
文
」
を
書
い
た
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
と
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス

は
文
通
も
し
て
お
り
、
二
人
は
手
紙
で
黒
人
奴
隷
制
廃
止
も
話
題
に
し
て
い
た
。

先
に
ネ
ッ
ケ
ル
夫
妻
が
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
と
述
べ
た

が
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
も
ま
た
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
と
知
り
合
い
で
あ
り
、
夫
人
は
ク
ラ
ー
ク

ソ
ン
を
称
賛
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
息
子
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ド
・
ス
タ
ー
ル
が

一
八
二
七
年
に
亡
く
な
っ
た
あ
と
に
ブ
ロ
イ
城
に
運
び
込
ま
れ
た
、
ネ
ッ
ケ
ル
家
と
ス

タ
ー
ル
夫
人
の
蔵
書
の
な
か
に
は
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
の
著
作
『
ア
フ
リ
カ
人
奴
隷
貿
易
不

得
策
論
』（
ロ
ン
ド
ン
、
Ｊ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
書
店
、
一
七
八
八
年
）、『
人
間
と
り
わ
け
ア

フ
リ
カ
人
の
奴
隷
制
と
交
易
に
関
す
る
論
』（
ロ
ン
ド
ン
、
Ｊ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
書
店
、
一

七
八
五
年
）、『
奴
隷
貿
易
に
関
す
る
書
簡
』（
ロ
ン
ド
ン
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
書
店
、
一
七
九

一
年
）、『
英
国
議
会
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
人
奴
隷
貿
易
廃
止
の
は
じ
ま
り
と
進
展
と
達
成

の
歴
史
』（
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
ン
グ
マ
ン
書
店
、
一
八
〇
八
年
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る12
。
こ
の
四
作
品
の
う
ち
は
じ
め
の
二
作
品
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
製
本
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。
二
番
目
に
記
し
た
『
人
間
と
り
わ
け
ア
フ
リ
カ
人
の
奴
隷
制
と
交

易
に
関
す
る
論
』
は
元
々
「
同
意
な
し
に
奴
隷
に
す
る
こ
と
は
合
法
か
？
」
を
主
題
と

す
る
一
七
八
五
年
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ラ
テ
ン
語
論
文
賞
に
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
が
応

募
し
、
一
等
賞
を
射
止
め
た
論
文
の
英
訳
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
た
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ち
に
支
援
さ
れ
、
英
訳
さ
れ
て
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
書
籍
商
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
に
よ
っ
て
一
七
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
は
一
七
八
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
設
立
さ
れ
た
奴
隷
貿
易
廃
止
協
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
り
、
こ
の
協
会
に
よ
る
文
書
の
出
版
も
担
当
し
て
い
た
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
の
イ
ギ
リ
ス
の
友
人
と
し
て
も
う
一
人
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
（
一
七
六
五
～
一
八
三
二
）
で
あ
る
。
彼
は
ス
タ
ー
ル

夫
人
よ
り
一
歳
年
上
の
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
政
治
家
に
し
て
弁
護
士
、
歴
史
家
、

裁
判
官
か
つ
植
民
地
の
行
政
担
当
者
で
あ
っ
た
が
、
黒
人
奴
隷
制
廃
止
の
た
め
に
活
動

し
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
死
後
に
は
「
反
奴
隷
制
協
会
」
の
副
会
長
の
一
人
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は
一
八
一
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
ス
タ
ー
ル
夫
人
と
会

う
前
に
既
に
夫
人
の
『
コ
リ
ー
ヌ
』
を
読
ん
で
気
に
入
り
、
夫
人
を
称
賛
し
て
い
た
。

一
方
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
彼
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。

黒
人
奴
隷
貿
易
や
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
周
囲
の
人
々
と
し
て
ス
タ
ー
ル
夫
人
の

子
供
た
ち
に
つ
い
て
も
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
長
男
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
と
、
長

女
ア
ル
ベ
ル
チ
ー
ヌ
の
夫
ブ
ロ
イ
公
爵
は
と
り
わ
け
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
死
後
、
廃
止
運

動
に
邁
進
す
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
は
一
八
二
一
年
十
二
月
に
「
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
協

会
」
が
正
式
に
設
立
さ
れ
る
と
入
会
し
、
協
会
の
な
か
の
「
黒
人
貿
易
廃
止
の
た
め
の

委
員
会
」
の
委
員
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
ナ
ン
ト
港
に
赴
き
奴
隷
船
を
調
査

し
た
り
、
一
般
人
を
前
に
奴
隷
貿
易
に
つ
い
て
講
演
し
た
り
、
購
入
し
た
奴
隷
用
の
道

具
を
展
示
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
た
。
ブ
ロ
イ
公
爵
も
「
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
協

会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
一
八
二
七
年
に
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
の
あ
と
を
継
い
で
「
黒

人
貿
易
廃
止
の
た
め
の
委
員
会
」
の
委
員
長
と
な
っ
た
。
彼
は
ま
た
、
一
八
二
二
年
三

月
二
八
日
に
政
治
家
と
し
て
貴
族
院
で
奴
隷
貿
易
を
非
難
す
る
演
説
も
し
た
。
ブ
ロ
イ

公
爵
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
府
と
議
会
そ
し
て
一
般
の
人
々
に
黒
人
奴
隷
貿
易
に
つ
い
て
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
黒
人
奴
隷
貿
易
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
膨
大
な
資

料
を
丹
念
に
読
む
な
ど
し
て
、
黒
人
奴
隷
貿
易
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
た
の
だ
っ
た
。

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
と
ブ
ロ
イ
公
爵
は
一
八
二
二
年
五
月
に
一
緒
に
イ
ギ
リ
ス
に
赴
い
た
際

に
、「
ア
フ
リ
カ
協
会
」
の
書
記
を
務
め
た
経
験
を
も
ち
つ
つ
、「
反
奴
隷
制
協
会
」
の

設
立
に
加
わ
っ
た
ザ
カ
リ
ー
・
マ
コ
ー
リ
ー
（
一
七
六
八
～
一
八
三
八
）
ら
の
廃
止
論
者

も
同
席
の
も
と
で
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
と
食
事
を
共
に
し
て
い
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト

と
ブ
ロ
イ
公
爵
は
こ
の
イ
ギ
リ
ス
旅
行
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
廃
止
論
者
た
ち
と
コ
ン
タ

ク
ト
を
取
り
続
け
た
。

（
2
）　
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
考
え

こ
の
よ
う
に
生
涯
を
通
じ
て
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
は
黒
人
奴
隷
貿
易

や
黒
人
奴
隷
制
を
批
判
す
る
人
が
数
多
く
い
た
。
た
し
か
に
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
愛
人
ナ

ル
ボ
ン
ヌ
伯
爵
の
妻
は
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
の
フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
サ
ン
＝
ド
マ
ン
グ
に

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
所
有
し
て
お
り
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
一
七
九
二
年
九
月
に
黒
人

奴
隷
制
を
容
認
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
一
節
を
書
き
残
し
て
い
る
。
彼
女
が
ナ
ル
ボ
ン

ヌ
伯
爵
に
宛
て
た
一
七
九
二
年
九
月
二
六
日
の
書
簡
に
は
、「
で
す
か
ら
必
要
な
の
は
、

一
方
で
あ
な
た
の
債
権
者
た
ち
が
ラ
・
ボ
ー
ヴ
城
の
売
却
に
反
対
す
る
こ
と
、
他
方
で
、

ア
メ
リ
カ
に
あ
る
あ
な
た
の
財
産
を
立
て
直
す
こ
と
で
す13
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
黒
人
奴
隷
貿
易
並
び
に
黒
人
奴
隷
制
に
関
し
て
明
確

に
反
対
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
人
で
あ
る
。
彼
女
は
一
七
八
六
年
一
月
に
結
婚
す
る
と
、

そ
の
年
の
三
月
に
は
夫
ス
タ
ー
ル
男
爵
の
母
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
王
グ
ス
タ

ー
ヴ
三
世
（
一
七
四
六
～
一
七
九
二
）
に
書
簡
の
か
た
ち
で
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
様
子
や

出
来
事
を
報
告
し
は
じ
め
た
。
グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世
は
フ
ラ
ン
ス
式
教
育
を
受
け
て
育
ち
、

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
と
も
文
通
し
、
パ
リ
に
も
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る
国
王
で
あ
る
。
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マ
ル
モ
ン
テ
ル
の
小
説
『
イ
ン
カ
人
』
は
彼
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世

は
拷
問
を
廃
止
す
る
と
い
う
人
道
的
改
革
を
行
っ
た
実
績
が
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ル
夫
人

が
グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世
に
宛
て
た
一
七
八
六
年
十
一
月
十
一
日
付
の
報
告
書
に
は
以
下
の

よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

奴
隷
制
の
廃
止
は
一
つ
の
世
紀
に
と
っ
て
何
と
い
う
栄
光
で
し
ょ
う
！
　
も
し
た
だ
一
人

の
人
間
が
そ
の
元
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
人
類
が
今
ま
で
な
し
え
た
以
上
の
善
を
行
っ
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
ニ
グ
ロ
は
暇
な
時
は
怠
惰
で
あ
る
」
と
は
言
う
も
お
ぞ
ま
し
い

で
す
が
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
の
大
い
な
る
口
実
な
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ブ
フ

レ
ー
ル
騎
士
団
員
が
あ
の
黒
人
貿
易
に
つ
い
て
私
に
語
っ
て
く
れ
た
詳
細
は
悲
痛
な
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
年
を
と
っ
た
女
や
男
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

喜
び
ま
す
。
ニ
グ
ロ
た
ち
は
親
へ
の
憐
れ
み
に
満
ち
て
い
て
、
父
親
か
母
親
が
奴
隷
で
あ

る
こ
と
を
知
る
と
す
ぐ
に
身
代
わ
り
に
な
り
に
来
ま
す
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
蛮
な

商
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
一
人
の
か
弱
い
老
人
の
代
わ
り
に
、
力
あ
る
頑
丈
な
青
年
二
人
を

獲
得
し
ま
す
。
そ
の
同
じ
ニ
グ
ロ
た
ち
の
美
徳
を
利
用
す
る
の
で
す
。
商
人
た
ち
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
ニ
グ
ロ
た
ち
は
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
性
質
で
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す14
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
晩
年
に
は
黒
人
奴
隷
貿
易
を
廃
止
す
る
よ
う
立
て
続
け
に
公
に
訴

え
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
女
は
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
の
著
作
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
「
序
文
」
を
執
筆
し
た
。
こ
の
「
序
文
」
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
研
究
者
、
ジ
ャ

ン
・
ド
・
パ
ン
ジ
ュ
伯
爵
夫
人
に
よ
れ
ば
一
八
一
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
執
筆
さ
れ
た
と

い
う15
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
そ
の
「
序
文
」
の
な
か
で
著
者
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
一
八
〇
七
年
に
奴
隷
貿
易
禁
止
法
案
が
通
過
す
る
ま

で
の
道
の
り
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
黒
人
た
ち
を
「
か
わ
い
そ
う
な
黒
人
た
ち16
」
と

呼
び
、
黒
人
奴
隷
貿
易
を
「
暴
虐
な
行
為
」（un acte tyrannique

）、「
非
難
す
べ
き

貿
易
」（l ’indigne com

m
erce

）
と
し
て
告
発
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
大
臣
た
ち
が
黒
人
貿
易
廃
止
を
和
平
の
一
条
件
と
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
も
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
臣
た
ち
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
願
い
の

代
弁
者
で
し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
、
国
民
が
互
い
に
人
間
ら
し
い
行
為
を
要
求
し
合
う
よ

う
な
時
代
は
歴
史
上
の
麗
し
い
時
代
で
あ
ろ
う
。［
…
…
］

　［
…
…
］
だ
か
ら
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
卿
が
［
…
…
］
理
性
に
よ
っ
て
ニ
グ
ロ
の
利
益
で

勝
利
す
る
の
を
期
待
し
よ
う
。

さ
ら
に
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
「
黒
人
貿
易
廃
止
を
取
り
付
け
る
た
め
の
、
パ
リ
に
集

う
君
主
た
ち
へ
の
訴
え
」（
一
八
一
四
年
）
を
発
表
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ク
レ
イ
ボ
ー

ン
・
イ
ザ
ベ
ル
に
よ
る
と
、
こ
の
書
き
物
は
ロ
ン
ド
ン
で
執
筆
さ
れ
出
版
さ
れ
た
と
い

う
が17
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
そ
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
で
は
戦
争
中
で
あ
り
な
が
ら
人
々
が

党
派
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
一
致
団
結
し
て
一
八
〇
七
年
に
黒
人
奴
隷
貿
易
を
廃
止
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
上
で
、
黒
人
奴
隷
貿
易
が
廃
止
さ
れ
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
は
打
撃
を
受
け
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
黒
人
奴
隷
貿
易
の
実
態
に
触

れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
倣
っ
て
黒
人
奴
隷
貿
易
を
廃
止
す
る
よ
う
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
の
君
主
に
訴
え
て
い

る
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
こ
の
訴
え
の
な
か
で
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
の
名
前
を
挙
げ
、

彼
の
功
績
を
称
え
る
の
を
忘
れ
て
は
い
な
い
。
女
性
の
社
会
的
地
位
が
低
か
っ
た
時
代

に
あ
っ
て
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
政
治
問
題
に
敢
え
て
深
入
り
し
、
各
国
の
君
主
に
直
訴
す

る
と
い
う
大
胆
な
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
死
去
す
る
お
よ
そ
一
年
半
前
に
も
黒
人
奴
隷
制
に
反
対
し
て
い
た
。

彼
女
は
一
八
一
六
年
一
月
六
日
付
の
、
第
三
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ト
マ
ス
・
ジ
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ェ
フ
ァ
ソ
ン
に
宛
て
た
書
簡
で
、「
も
し
あ
な
た
が
南
部
で
奴
隷
制
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
人
間
の
理
性
が
着
想
し
う
る
よ
う
な
完
璧
な
政
府
が
世
界
で
少
な
く
と
も

一
つ
存
在
す
る
で
し
ょ
う18
」
と
書
い
て
い
る
。

グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世
宛
て
の
書
簡
並
び
に
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
の
著
作
に
対
す
る
序

文
を
見
る
と
、「
悲
痛
な
も
の
で
す
」、「
か
わ
い
そ
う
な
黒
人
た
ち
」
と
い
う
よ
う
に
、

夫
人
が
黒
人
奴
隷
貿
易
に
心
を
痛
め
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
世
紀
に
と
っ
て
の
「
栄

光
」、「
麗
し
い
時
代
」
と
い
う
よ
う
に
、
黒
人
奴
隷
貿
易
廃
止
や
黒
人
奴
隷
制
廃
止
を

歴
史
上
の
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ア
フ
リ
カ
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
ミ
ル
ザ
」
に
お
い
て
は
セ
ネ
ガ
ル
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
ア
フ
リ
カ
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
ど
の
よ
う
に
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
よ
っ
て
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
独
創
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
に

そ
の
ア
イ
デ
ア
を
与
え
た
の
は
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
（
一
七
三
八
～
一
八
一
五
）
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
触
れ
た
、
一
七
八
六
年
十
一
月
十
一
日
付
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

国
王
グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世
に
宛
て
た
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
に
し
た
た

め
ら
れ
て
い
る
。

　
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
は
セ
ネ
ガ
ル
に
再
び
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
熱
意
の
よ
い
手
本
で
す
。
と
い
い
ま
す
の
も
、
パ
リ
を
離
れ
て
セ
ネ
ガ
ル
に
行
く

に
は
勇
気
が
必
要
で
す
か
ら
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
は
セ
ネ
ガ
ル
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
植

え
さ
せ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
海
岸
の
ニ
グ
ロ
た
ち
を
次
々
に
自
国
で
こ
の
食
品
を
自
由
に
栽

培
す
る
気
に
さ
せ
る
よ
う
企
て
て
い
る
よ
う
で
す
。［
…
…
］
そ
れ
で
も
、
ブ
フ
レ
ー
ル

騎
士
団
員
が
あ
の
黒
人
貿
易
に
つ
い
て
私
に
語
っ
て
く
れ
た
詳
細
は
悲
痛
な
も
の
で
す19
。

ジ
ャ
ン
・
ド
・
パ
ン
ジ
ュ
伯
爵
夫
人
は
一
九
三
四
年
に
発
表
し
た
研
究
論
文
に
お
い

て
右
の
報
告
書
の
一
節
と
ほ
ぼ
同
じ
箇
所
を
引
用
し
た
直
後
に
、「
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
フ

レ
ー
ル
騎
士
団
員
の
こ
の
話
が
直
接
、「
ミ
ル
ザ
」
と
呼
ば
れ
る
中
編
小
説
を
着
想
さ

せ
る20
」
と
明
言
し
て
い
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｌ
・
ミ
ラ
ー
も
二
〇
〇
八
年
に
出
版

し
た
研
究
書
に
お
い
て
や
は
り
上
記
の
グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世
へ
の
書
簡
の
く
だ
り
に
着
目

し
て
、「
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ス
タ
ー
ル
の
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
が
ブ
フ

レ
ー
ル
と
の
交
友
関
係
か
ら
直
接
来
た
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
疑
い
の
余
地
は
あ
り
え
な

い21
」
と
断
言
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
書
い
て
い
る
と
お
り
、
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士

団
員
は
黒
人
た
ち
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
タ
バ
コ
、
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
の
仕
方
を
教
え
、
ア

フ
リ
カ
で
そ
れ
ら
を
栽
培
さ
せ
る
こ
と
を
実
際
に
考
え
て
い
た
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
ブ

フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
の
計
画
を
知
り
、
そ
れ
を
作
品
内
で
具
体
化
し
た
と
考
え
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
に
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
も
た
ら
し
た
ブ
フ
レ

ー
ル
騎
士
団
員
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団

員
こ
と
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス=

ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
フ
レ
ー
ル
は
今
日
、
詩
人
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
史
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
が
、
一
七
三
八
年
五
月
三
一
日
に
ナ
ン
シ
ー
の
近
く
で

生
ま
れ
た
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
の
母
親
マ
リ
ー=

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ=

カ
ト
リ
ー

ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ー=

ク
ラ
オ
ン
、
つ
ま
り
ブ
フ
レ
ー
ル
侯
爵
夫
人
は
当
時
ロ
レ
ー

ヌ
地
方
を
治
め
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
の
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
の
宮
廷
で
王

妃
付
き
の
女
官
を
務
め
、
王
の
愛
人
に
も
な
っ
た
。
彼
女
は
同
じ
く
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
に

仕
え
て
い
た
サ
ン=

ラ
ン
ベ
ー
ル
の
愛
人
で
も
あ
り
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
も
知
り
合
い

で
あ
っ
た
。
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ブ
フ
レ
ー
ル
は
当
初
、
聖
職
者
に
な
る
予
定
で
あ
り
、
一
七
六
〇
年
に
パ
リ
の
サ
ン
＝ 

シ
ュ
ル
ピ
ス
神
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
こ
で
彼
は
文
筆
に
取
り
か
か
り
、『
ゴ
ル
コ
ン

ド
王
妃
』
と
題
さ
れ
た
短
編
小
説
を
一
七
六
一
年
に
刊
行
し
、
こ
の
作
品
は
成
功
を
収

め
た
。
し
か
し
、
彼
は
神
学
校
を
飛
び
出
し
、
マ
ル
タ
騎
士
団
の
団
員
と
な
り
、
戦
に

参
加
し
た
。
戦
場
で
は
勇
敢
に
戦
い
活
躍
し
、
階
級
が
上
が
っ
て
少
将
に
な
っ
た
が
、

一
七
八
四
年
に
軍
隊
を
去
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
彼
は
人
生
の
転
機
を
迎
え
た
。
翌

一
七
八
五
年
に
、
植
民
地
の
改
革
を
目
指
し
た
海
軍
大
臣
カ
ス
ト
ル
元
帥
か
ら
セ
ネ
ガ

ル
並
び
に
ゴ
レ
島
の
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
左
遷
で
あ
る
と
受
け
取

ら
れ
た
が
、
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
は
借
金
を
返
済
す
る
た
め
に
こ
の
任
務
を
引
き
受

け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
が
行
っ
て
い
た
黒
人
奴
隷
貿
易
の
ま
さ
に

最
盛
期
に
セ
ネ
ガ
ル
に
二
度
、
長
期
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
じ
め
一
七
八

五
年
十
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
を
発
ち22
、
一
七
八
六
年
一
月
十
四
日
に
サ
ン
＝
ル
イ
島
に
到

着
し
た23
。
そ
し
て
セ
ネ
ガ
ル
に
半
年
ほ
ど
滞
在
し
た
あ
と
、
一
七
八
六
年
八
月
に
フ
ラ

ン
ス
に
帰
国
し
た24
。
次
に
彼
は
ベ
ア
ト
リ
ス
・
Ｗ
・
ジ
ャ
ザ
ン
ス
キ
に
よ
る
と
、
同
年

十
二
月
二
三
日
頃
に
ロ
リ
ア
ン
を
出
港
し
、
翌
一
七
八
七
年
一
月
十
五
日
に
ゴ
レ
島
に

到
着
し
た25
。
今
回
は
一
年
弱
セ
ネ
ガ
ル
に
滞
在
し
た
あ
と
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
リ
ト
ル
に
よ

る
と
一
七
八
七
年
十
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た26
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
国
王
グ
ス
タ
ー
ヴ
三
世
に
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
計
画
を
報
告
し
た
の
は
一
七
八
六
年
十
一
月
十
一
日
、
つ
ま
り
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団

員
が
第
一
回
目
の
赴
任
を
終
え
て
帰
国
し
て
い
た
間
の
出
来
事
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
セ
ネ
ガ
ル
で
黒
人
奴
隷
貿
易
の
実
態
を
そ
の
目
で
見
た
人
物
か
ら
直

接
話
を
聞
い
た
こ
と
に
な
る
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
は
セ
ネ
ガ
ル
か
ら
帰
国
後
は
一

七
八
八
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
員
と
な
り
、
一
七
八
九
年
か
ら
一
七

九
一
年
ま
で
国
民
議
会
議
員
を
務
め
た
が
、
か
ね
て
か
ら
の
恋
人
サ
ブ
ラ
ン
夫
人
が
一

七
九
一
年
に
亡
命
し
た
の
を
受
け
て
夫
人
に
再
会
す
る
た
め
自
ら
も
プ
ロ
シ
ア
に
亡
命

し
た
。
そ
し
て
一
七
九
七
年
に
サ
ブ
ラ
ン
夫
人
と
結
婚
し
、
一
八
〇
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス

に
帰
国
し
て
か
ら
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
仕
え
た
。
第
一
帝
政
期
に
は
文
学
創
作
に
も
励
み
、

王
政
が
復
古
す
る
や
マ
ザ
リ
ー
ヌ
図
書
館
の
管
理
人
補
佐
に
任
命
さ
れ
る
も
、
一
八
一

五
年
一
月
十
九
日
に
パ
リ
で
亡
く
な
っ
た27
。

ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
は
セ
ネ
ガ
ル
総
督
で
あ
り
な
が
ら
、
個
人
的
に
は
黒
人
奴
隷

貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
に
反
対
し
て
い
た
。『
フ
ラ
ン
ス
伝
記
辞
典
』（
ル
ト
ゥ
ゼ
・
エ
・

ア
ネ
、
一
九
五
四
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
彼
［
＝
ブ
フ
レ
ー
ル
］

は
総
督
職
に
あ
っ
て
大
い
な
る
温
情
を
示
し
た
。
自
身
は
慣
習
に
反
し
て
黒
人
貿
易
か

ら
い
か
な
る
利
益
も
得
ず
、
周
囲
の
者
に
黒
人
貿
易
の
許
可
を
与
え
な
か
っ
た28
。」
彼

は
身
内
の
ボ
ワ
ジ
ュ
ラ
ン
夫
人
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
「
捕
虜
、
収
容
所
、
奴
隷
、

鎖
、
鉄
鎖
な
ど
の
こ
と
ば
に
は
い
つ
も
胸
が
痛
み
ま
す29
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
彼
が

黒
人
た
ち
に
ア
フ
リ
カ
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
に

し
て
ア
フ
リ
カ
人
に
き
ち
ん
と
報
酬
を
与
え
れ
ば
ア
フ
リ
カ
人
は
労
働
を
好
む
よ
う
に

な
る
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
人
間
の
尊
厳
を
傷
付
け
ず
に
商
業
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
が
黒
人
奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴

隷
制
に
反
対
し
て
い
た
確
た
る
証
拠
、
そ
れ
は
彼
が
「
黒
人
の
友
協
会
」
の
会
員
だ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。「
一
七
八
九
年
」
と
明
記
さ
れ
た
「
黒
人
の
友
協
会
会
員
名
簿
」
に

は
五
九
番
の
と
こ
ろ
に
「
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
、
ロ
ア
ン
館
、
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
通
り30
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
七
九
〇
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「
黒
人
の
友
協
会
」

の
会
員
名
簿
に
は
四
八
番
の
箇
所
に
同
じ
く
「
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
、
ロ
ア
ン
館
、

ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
通
り31
」
と
確
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
ミ
ル
ザ
」
は
黒
人
奴
隷
貿
易
及
び

黒
人
奴
隷
制
に
反
対
す
る
作
者
が
同
じ
意
見
を
も
つ
人
の
話
を
聞
い
て
着
想
し
創
作
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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で
は
、
ア
フ
リ
カ
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
と
い
う
発
想
は
ブ
フ
レ
ー
ル
騎

士
団
員
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団

員
が
セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任
す
る
お
よ
そ
十
四
年
前
に
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
明
確
に
打
ち
出
し

た
人
物
が
い
た
。
そ
れ
は
重
農
主
義
者
の
一
人
、
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
（
一
七

三
九
～
一
八
一
七
）
で
あ
る32
。
ア
ベ
・
ニ
コ
ラ
・
ボ
ー
ド
ー
は
一
七
六
五
年
に
雑
誌
『
市

民
日
誌
』
を
創
刊
し
て
お
り
、
こ
の
雑
誌
は
一
七
六
七
年
に
重
農
主
義
者
た
ち
の
公
的

機
関
誌
と
な
っ
た
。
こ
の
雑
誌
の
一
七
七
一
年
の
第
六
巻
第
二
部
に
は
、
当
時
主
幹
と

な
っ
て
い
た
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
が
執
筆
し
た
、
サ
ン=

ラ
ン
ベ
ー
ル
の
短
編

小
説
「
ズ
ィ
メ
オ
」
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
ズ
ィ
メ
オ
」
に
つ
い
て
の

コ
メ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
ズ
ィ
メ
オ
」
の
テ
ク
ス
ト
の
大
部
分
が
引
用

さ
れ
た
。
だ
が
、
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
は
「
ズ
ィ
メ
オ
」
を
紹
介
し
た
だ
け
で

こ
の
記
事
を
閉
じ
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
あ
と
に
重
農
主
義
者
と
し
て
経
済
に
関

す
る
自
説
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
市
民

日
誌
』
は
文
学
雑
誌
で
は
な
く
、
政
治
・
経
済
誌
だ
か
ら
で
あ
る
。
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・

ヌ
ム
ー
ル
は
「
サ
ン=

ラ
ン
ベ
ー
ル
氏
は
卓
越
し
た
詩
人
で
あ
る
。
我
々
は
冷
酷
で
は

な
い
が
厳
正
な
計
算
者
（calculateurs

）
な
の
だ33
」
と
い
う
具
合
に
自
ら
の
立
場
を
明

確
に
し
た
上
で
、
黒
人
奴
隷
制
を
人
類
が
も
つ
権
利
の
重
大
な
侵
害
で
あ
る
と
し
て
糾

弾
し
つ
つ
、
こ
の
制
度
を
経
済
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
。
人
々
は
自
由
な
人
間
に
給
料

を
支
払
っ
て
働
か
せ
る
よ
り
も
、
黒
人
奴
隷
に
働
か
せ
た
ほ
う
が
安
上
り
だ
と
考
え
て

い
る
が
、
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
は
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
、
黒
人
奴
隷
制

を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
経
費
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
証
明
し
て
い
く
。
そ
し
て
黒

人
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
方
法
と
し
て
、
黒
人
に
ア
フ
リ
カ
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
さ
せ

る
と
い
う
案
を
提
示
す
る
。

だ
が
、
彼
ら
［
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
民
］
の
誰
も
、
神
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
ニ
グ
ロ
を
ア
フ

リ
カ
の
海
岸
に
据
え
た
か
ら
に
は
、
砂
糖
を
得
る
の
に
罰
も
出
費
も
残
酷
さ
も
そ
れ
ほ
ど

必
要
な
い
と
い
う
こ
と
、
海
岸
に
平
和
な
施
設
を
い
く
つ
か
つ
く
り
、
そ
こ
に
職
人
、
圧

搾
機
・
釜
製
造
者
を
派
遣
し
て
、
ニ
グ
ロ
に
次
の
よ
う
に
言
う
だ
け
で
十
分
だ
と
い
う
こ

と
を
じ
っ
く
り
考
え
よ
う
な
ど
と
思
わ
な
か
っ
た
。「
友
よ

0

0

、
こ
れ
ら
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

確
か
に
見
え
ま
す
ね

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
れ
を
切
り
な
さ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
我
々
が
与
え
る
二
つ
の
ロ
ー
ラ
ー
の
間
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
れ
を
通
し
な
さ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
の
汁
を
こ
こ
に
あ
る
釜
で
沸
か
し
な
さ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
う
す
れ
ば

0

0

0

0

0

、

我
々
は
汁
か
ら
生
じ
る
シ
ロ
ッ
プ
の
代
金
を
あ
な
た
た
ち
に
き
ち
ん
と
支
払
い
ま

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す0

34。」

デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
は
も
し
黒
人
が
ア
フ
リ
カ
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
て

い
た
な
ら
ば
、
当
時
コ
ー
チ
シ
ナ
で
自
由
な
労
働
者
が
栽
培
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に

お
そ
ら
く
一
リ
ー
ヴ
ル
あ
た
り
六
リ
ア
ル
で
精
糖
が
手
に
入
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い

る
。
そ
し
て
今
後
ア
フ
リ
カ
で
の
栽
培
を
最
初
に
導
入
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
の
恩
人
、
黒
人
と
白
人
の
改
良
者
」
と
な
り
、
神
の
意
に

も
人
間
の
意
に
も
沿
う
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
他
の
植
物
を
栽
培
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
よ

う
な
考
え
を
抱
く
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
黒
人
奴
隷
貿

易
と
黒
人
奴
隷
制
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
れ
は
彼
が
後
に
「
黒
人
の
友
協
会
」
の
会
員

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る35
。

ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
が
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
と
交
流
が
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
の
母
親
は
サ
ン=

ラ
ン
ベ
ー
ル
の
愛
人
で
あ
っ
た
か
ら
に
は
、
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
が
『
市
民
日
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
の
記
事
を
読
ん
だ
可
能
性
、
誰
か
か
ら
こ

の
記
事
の
話
を
聞
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。「
ミ
ル
ザ
」
は
黒
人
奴
隷
貿
易
と
黒
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人
奴
隷
制
に
反
対
す
る
経
済
学
者
、
セ
ネ
ガ
ル
総
督
並
び
に
作
家
の
つ
な
が
り
の
上
に

創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

信
頼
の
場

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
「
ミ
ル
ザ
」
の
作
品
世
界
に
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
。

読
者
は
「
ミ
ル
ザ
」
を
読
む
と
、
こ
の
作
品
に
は
不
明
な
点
が
い
く
つ
か
敢
え
て
作

り
出
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
作
品
冒
頭
に
あ
ら
わ
れ
る
、
旅
行
者
で
あ
り
「
ミ
ル

ザ
」
全
体
の
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
が
セ
ネ
ガ
ル
旅
行
に
つ
い
て
報
告
す
る
相
手
の

「
奥
様
」（M

adam
e

）
と
は
一
体
誰
な
の
か
。「
私
」
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
報
告
し
て
い
る

か
ら
に
は
、
こ
の
「
奥
様
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
解
す
る
女
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
的
に
は
誰
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
ミ
ル
ザ
が
自
害
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
キ
シ
メ
オ
に
も
う
愛
さ
れ
な

く
な
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
敵
の
部
族
の
男
性
を
愛
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
奴
隷
と
し
て
の
人
生
を
歩
み
た
く
な
い
か
ら
な
ど
、
読
者
に
よ
っ
て
見
解
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
旅
行
者
「
私
」
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
は
っ

き
り
し
な
い
。「
私
」
は
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
か
ら
セ
ネ
ガ
ル
に
渡
っ
て
来
た
、
セ
ネ

ガ
ル
総
督
と
関
わ
り
の
あ
る
男
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
手

紙
を
書
い
て
い
る
か
ら
に
は
、
あ
る
程
度
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
十
八
世
紀
に
は
商
人
、
行
政
担
当
者
、
兵
士
、
宣
教
師
ら
が
ア
フ
リ
カ
に
赴
き
、

ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
数
も
増
え
て
い
っ
た36
。
だ
が
、「
私
」
の
名
前
は

お
ろ
か
年
齢
、
風
貌
、
職
業
、
身
分
に
つ
い
て
も
判
然
と
し
な
い
。「
私
」
は
何
者
な

の
か
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
す
る
と
、「
私
」
と
い
う

人
物
の
片
鱗
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

「
私
」
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
い
た
晩
、「
私
」
が
総
督
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た

こ
と
と
、「
私
」
の
旅
の
目
的
を
知
っ
た
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
黒
人
リ
ー
ダ
ー
、

キ
シ
メ
オ
は
「
私
」
に
「
明
日
、
一
緒
に
私
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
歩
き
回
り
ま
し

ょ
う37
」
と
言
う
。
こ
れ
は
こ
と
ば
ど
お
り
翌
日
、
実
行
に
移
さ
れ
る
。「
彼
［
＝
キ
シ

メ
オ
］
は
私
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
す
み
ず
み
ま
で
極
め
て
丁
寧
に
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。」
こ
の
点
に
着
目
す
る
と
、「
私
」
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
察
者
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
単
に
興
味
本
位
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
に
来
た
者

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
が
黒
人
奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
に
反
対

し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
セ
ネ
ガ
ル
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け

る
と
い
う
、
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
の
ア
イ
デ
ア
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
こ
と
を
知
っ

た
あ
と
で
は
、「
私
」
は
黒
人
奴
隷
貿
易
と
黒
人
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
た
め
に
ア
フ
リ

カ
に
よ
り
多
く
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
べ
く
見
学
に
や
っ
て
来
た
人
間
と

し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。「
私
」
は
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
そ
し
て
デ
ュ
ポ
ン
・

ド
・
ヌ
ム
ー
ル
が
立
て
た
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
奔
走
す
る
人
物
な
の
で
あ
る
。
当

時
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ア
フ
リ
カ
は
飽
く
ま
で
黒
人

奴
隷
の
供
給
地
で
あ
っ
て
、
農
業
の
た
め
に
活
用
す
る
地
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
か

ら
す
る
と
、「
私
」
は
極
め
て
例
外
的
な
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、「
ミ
ル
ザ
」
に
お
い
て
キ
シ
メ
オ
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
の
よ
う
な
場
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ゴ
レ
島

か
ら
数
里
の
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
く
。
ゴ
レ
島
は
ダ
カ
ー
ル
が
あ
る
ベ

ル
デ
岬
の
沖
、
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
最
長
お
よ
そ
九
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
幅
お
よ
そ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
小
島
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
に
は
じ
め
て
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
既
に
一
四
四
四
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
こ
の
島
に

辿
り
着
い
た
。
そ
の
後
、
こ
の
島
は
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
間
で
争
わ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
六
七
七
年
に
こ
の
島
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
奪
い
、
黒
人
奴
隷
の
集
荷
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基
地
に
し
た
。
十
八
世
紀
に
は
ゴ
レ
島
に
兵
士
や
商
人
、
使
用
人
な
ど
、
千
人
以
上
が

居
住
し
て
い
た
と
い
う
。

キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
成
功
例
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

黒
人
は
働
き
づ
め
で
は
な
い
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
し
た
旅
行
者
の
「
私
」
が

目
に
し
た
の
は
黒
人
た
ち
の
遊
ぶ
姿
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
私

が
近
付
く
と
、
ニ
グ
ロ
た
ち
は
休
憩
時
間
を
享
受
し
て
い
ま
し
た
。
弓
を
射
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た38
。」
さ
ら
に
、
旅
行
者
の
「
私
」
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
、
以

下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
幸
せ
な
ニ
グ
ロ
た
ち
は
少
し
も
労
働
に
打
ち
ひ
し
が

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た39
。」
し
か
も
、
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
黒
人
は

暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
な
い
し
、
身
体
の
一
部
を
切
断
さ
れ
る
な
ど
の
残
酷
な
目
に
も

遭
っ
て
い
な
い
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
感
想
と
し
て
旅
行
者
の
「
私
」
は

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
私
は
残
酷
さ
が
不
要
で
あ
［
…
…
］
る
こ
と
が
分
か
っ

て
喜
び
ま
し
た
。」
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
黒
人
が
朝
か
ら
晩
ま
で
働

か
さ
れ
、
し
ば
し
ば
鞭
で
打
た
れ
、
手
や
足
や
耳
を
切
断
さ
れ
る
サ
ン
＝
ド
マ
ン
グ
の

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
大
違
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
サ
ン
＝
ド
マ
ン
グ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
劣
ら
な
い
収
益
を
あ
げ
て
い
た
。

「
彼
［
＝
キ
シ
メ
オ
］
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
サ
ン
＝
ド
マ
ン
グ
で
同
数
の
人
間
に

よ
っ
て
耕
さ
れ
る
同
じ
広
さ
の
土
地
と
少
な
く
と
も
同
じ
く
ら
い
利
益
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。」
な
お
そ
の
上
に
、
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
整
然
と
し
て
い
た
。

旅
行
者
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
私
は
そ
こ
で
目
を
引
く
秩
序
（ordre

）
に
驚

き
ま
し
た
。」
こ
こ
で
い
う
「
秩
序
」
と
は
道
具
の
配
置
や
黒
人
た
ち
が
働
く
様
子
に

つ
い
て
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
社
会
的

秩
序
も
整
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
で
は
キ
シ
メ
オ
は
結
婚
相
手
で
あ
る
ウ
ー

リ
カ
が
い
な
が
ら
ミ
ル
ザ
に
恋
し
ミ
ル
ザ
に
会
っ
て
い
た
時
の
よ
う
に
も
は
や
愛
人
が

い
る
こ
と
も
な
く
、
夫
そ
し
て
父
親
の
立
場
に
収
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

黒
人
が
過
剰
労
働
や
暴
力
に
よ
っ
て
痛
め
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
経
済
的
観
点

か
ら
も
う
ま
く
機
能
し
、
秩
序
立
っ
た
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
黒
人
と
白

人
が
互
い
に
信
頼
し
合
う
場
と
な
っ
て
い
る
。
作
中
の
セ
ネ
ガ
ル
総
督
は
実
は
ブ
フ
レ

ー
ル
騎
士
団
員
そ
の
人
で
あ
る
と
主
張
す
る
研
究
者
が
い
る
一
方
で40
、
旅
行
者
の

「
私
」
こ
そ
が
ブ
フ
レ
ー
ル
騎
士
団
員
で
あ
る
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
が41
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
セ
ネ
ガ
ル
総
督
が
建
設
を
計
画
し
、
キ

シ
メ
オ
に
運
営
を
任
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
黒
人
と
白
人
間
の
相
互
の
信
頼
及
び
協

力
の
上
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
建
つ
キ
シ
メ
オ
の
住

居
も
ま
た
黒
人
と
白
人
の
信
頼
と
協
力
の
賜
で
あ
る
。
旅
行
者
の
「
私
」
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。「
そ
し
て
私
は
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
が
建
て
る
の
を
手
伝
っ
た
と
い
う

家
、
と
い
っ
て
も
ま
だ
原
始
的
な
何
か
を
留
め
て
い
る
家
の
近
く
に
晩
に
着
き
ま
し

た42
。」
フ
ラ
ン
ス
人
が
黒
人
の
家
作
に
協
力
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
人
と
黒
人
相
互
の
信

頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
キ
シ
メ
オ
夫
妻
と
旅
行
者
「
私
」
の
間
に
も

信
頼
関
係
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
キ
シ
メ
オ
の
妻
ウ
ー
リ
カ
は
早
く
も

「
私
」
に
対
面
す
る
前
か
ら
「
私
」
に
信
頼
を
寄
せ
る
。
彼
女
は
「
私
」
に
付
き
添
っ

て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来
た
ガ
イ
ド
に
「
私
」
を
歓
迎
す
る
意
向
を
伝
え
る
。

「
総
督
が
あ
の
方
を
遣
わ
し
た
の
で
す
ね
」
と
ウ
ー
リ
カ
は
声
を
大
に
し
て
言
い
ま
し
た
。

「
あ
あ
！
　
入
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
所

有
し
て
い
る
も
の
は
全
て
そ
の
方
の
も
の
で
す
。」
ウ
ー
リ
カ
は
急
い
で
私
の
と
こ
ろ
に

来
ま
し
た
。

こ
の
歓
迎
の
意
は
ウ
ー
リ
カ
の
「
私
」
に
対
す
る
信
頼
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
言
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え
よ
う
。
ウ
ー
リ
カ
に
よ
る
歓
迎
の
言
動
は
ま
だ
続
く
。
小
屋
に
入
る
と
、「
私
」
に

は
「
国
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
果
物
で
で
き
た
食
事
」
が
提
供
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
帰

宅
し
た
キ
シ
メ
オ
も
「
私
」
を
歓
迎
す
る
。
キ
シ
メ
オ
は
「
私
」
に
「
一
番
よ
い
ベ
ッ

ド
」
を
割
り
当
て
、「
す
や
す
や
と
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
は
こ
こ
で
快
適
に

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」
と
言
う
。
キ
シ
メ
オ
の
こ
の
計
ら
い
も
「
私
」
に

対
す
る
信
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
日
、
キ
シ
メ
オ
は
自
ら
の
悲
恋
、
つ
ま
り

ミ
ル
ザ
と
の
恋
を
「
私
」
に
語
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
打
ち
明
け
話
の
根
底
に
あ
る
の

が
、「
私
」
の
キ
シ
メ
オ
に
対
す
る
信
頼
、
キ
シ
メ
オ
の
「
私
」
に
対
す
る
信
頼
、
す

な
わ
ち
黒
人
と
白
人
相
互
の
信
頼
で
あ
る
。
前
日
に
知
り
合
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
と
は

い
え
、
キ
シ
メ
オ
は
「
私
」
を
信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
二
年
来
誰
に
も
話
し
て
い
な

い
自
分
の
苦
し
み
、「
不
幸
の
長
い
話
」
を
語
る
の
で
あ
る
し
、
一
方
、「
私
」
は
キ
シ

メ
オ
を
信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の
話
に
耳
を
傾
け
、
話
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
涙
を

流
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
ミ
ル
ザ
と
い
う
名
前
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
キ
シ
メ
オ

の
願
い
を
受
け
止
め
か
な
え
よ
う
と
す
る
。「
そ
し
て
私
は
約
束
を
果
た
す
た
め
に
彼

の
話
を
語
り
、
も
し
で
き
る
な
ら
ば
、
ミ
ル
ザ
と
い
う
悲
し
い
名
前
を
忘
れ
ら
れ
な
い

も
の
に
し
ま
す43
」
と
い
う
具
合
に
作
品
は
終
わ
っ
て
い
る
。
何
よ
り
、
キ
シ
メ
オ
は
自

分
の
過
去
を
語
り
出
す
直
前
に
「
私
」
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
あ
な
た
は
私

に
信
頼
さ
れ
て
得
意
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
な
た
は
善
良
な
方
な
の

で
、
私
は
勇
気
が
わ
き
、
あ
な
た
の
同
情
を
当
て
に
し
ま
す44
。」
キ
シ
メ
オ
が
ミ
ル
ザ

と
の
恋
愛
を
「
私
」
に
語
る
の
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
意
味

に
お
い
て
も
、
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
白
人
と
黒
人
が
互
い
に
信
頼
し
合

う
場
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

黒
人
が
白
人
を
信
頼
し
、
白
人
が
黒
人
を
信
頼
す
る
場
と
し
て
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
特
異
な
場
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
外
部
に
お

い
て
黒
人
と
白
人
が
対
立
し
て
い
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
際
立
つ
。
キ
シ

メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
黒
人
は
白
人
に
痛
め
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
そ
の
一
方
で
、
時
を
同
じ
く
し
て
セ
ネ
ガ
ル
で
は
相
変
わ
ら
ず
黒
人
奴
隷
貿
易
が

行
わ
れ
て
い
た
。
キ
シ
メ
オ
は
捕
ら
え
ら
れ
奴
隷
と
な
り
、
白
人
の
手
に
渡
る
。
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
外
で
は
黒
人
は
白
人
の
奴
隷
と
な
り
、
黒
人
に
と
っ
て
白
人
は
自
ら

を
有
無
を
言
わ
せ
ず
連
れ
去
り
耕
作
を
強
い
る
敵
対
者
で
あ
る
。
キ
シ
メ
オ
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
奴
隷
商
人
た
ち
を
「
こ
の
残
忍
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
」（Ces farouches  

Européens 45
）、「
こ
の
卑
劣
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
」（ces vils Européens

）、「
こ
の

貪
欲
な
商
人
た
ち
」（ces avides m

archands

）
と
呼
ん
で
い
る
。

黒
人
と
白
人
が
信
頼
し
合
う
場
と
し
て
の
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
特
別

で
あ
る
点
は
ま
た
、
黒
人
同
士
の
対
立
が
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
引
き
立
つ
。

「
ミ
ル
ザ
」
の
世
界
で
は
カ
ヨ
ー
ル
人
と
ジ
ャ
ロ
フ
人
が
敵
対
し
て
い
る
。
キ
シ
メ
オ

は
カ
ヨ
ー
ル
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ミ
ル
ザ
は
ジ
ャ
ロ
フ
人
で
あ
る
。
史
実
に
よ
る

と
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
現
在
の
セ
ネ
ガ
ル
の
中
央
部
か
ら
沿
岸
部
に
か
け
て

ジ
ョ
ロ
フ
王
国
が
形
成
さ
れ
た
。
大
西
洋
沿
岸
部
に
は
カ
ヨ
ー
ル
王
国
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
十
六
世
紀
半
ば
に
カ
ヨ
ー
ル
王
国
が
ジ
ョ
ロ
フ
王
国
を
打
ち
破
っ
た
と
い
う
。

「
ミ
ル
ザ
」
に
お
い
て
は
カ
ヨ
ー
ル
人
と
ジ
ャ
ロ
フ
人
が
激
し
く
対
立
し
て
い
る
こ
と

が
語
ら
れ
て
い
る
。
キ
シ
メ
オ
は
旅
行
者
の
「
私
」
に
以
下
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

「［
…
…
］
私
た
ち
は
隣
国
の
ジ
ャ
ロ
フ
人
と
し
ば
し
ば
戦
争
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
私
た
ち
は
捕
虜
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
売
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
習
慣
を
互
い
に
も
っ
て
い

た
の
で
、
和
平
に
よ
っ
て
さ
え
消
え
な
い
激
し
い
憎
悪
の
せ
い
で
私
た
ち
の
間
に
は
い
か

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た46
。［
…
…
］」
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「［
…
…
］
私
の
父
は
ジ
ャ
ロ
フ
人
の
国
の
女
性
を
決
し
て
自
分
の
娘
に
選
ば
な
か
っ
た
で

し
ょ
う47
。［
…
…
］」

あ
る
日
、
ジ
ャ
ロ
フ
人
は
カ
ヨ
ー
ル
人
の
村
を
襲
い
、
何
人
も
の
カ
ヨ
ー
ル
人
を
捕

ま
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
売
り
渡
す
。「
ミ
ル
ザ
」
に
お
い
て
は
黒
人
同
士
が
敵
対
し

て
い
る
こ
と
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。

終
わ
り
に

こ
れ
ま
で
キ
シ
メ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
成
功
し
て
い
る
点
、
黒
人
と
白
人
が

信
頼
し
合
う
場
で
あ
る
点
を
見
て
き
た
が
、
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
黒
人

た
ち
に
と
っ
て
何
の
問
題
も
な
い
理
想
の
場
所
な
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。

旅
行
者
の
「
私
」
は
既
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
い
た
そ
の
日
に
そ
こ
に
漂
う
悲
し

み
に
気
付
い
て
い
る
。「
私
は
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
目
に
し
た
も
の
全
て
が

悲
し
み
の
跡
を
留
め
て
い
ま
し
た48
。」
何
よ
り
も
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
、

キ
シ
メ
オ
は
ミ
ル
ザ
の
こ
と
が
原
因
で
苦
し
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
知
り
合

っ
た
ば
か
り
の
「
私
」
に
も
は
っ
き
り
と
分
か
る
も
の
で
あ
る
。「
明
け
方
に
私
は
起

き
ま
し
た
。
キ
シ
メ
オ
が
前
日
よ
り
も
な
お
一
層
気
落
ち
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。」 

キ
シ
メ
オ
と
ミ
ル
ザ
の
恋
愛
を
知
る
ウ
ー
リ
カ
も
ま
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
涙
に
暮

れ
つ
つ
悲
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
黒
人
た
ち
は
た
し
か
に
働
き
づ
め
で
は
な
く
、

暴
力
も
振
る
わ
れ
な
い
が
、
彼
ら
に
し
て
も
真
に
心
か
ら
幸
せ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

旅
行
者
の
「
私
」
も
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
黒
人
た
ち
を
目
に
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。「
ニ
グ
ロ
た
ち
は
［
…
…
］
弓
を
射
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
楽
し
み

が
彼
ら
の
唯
一
の
活
動
で
あ
っ
た
時
を
た
ぶ
ん
惜
し
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。」

十
八
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
黒
人
は
怠
惰
で
、
人
間
ら
し
い
感
情
を
知
ら
な
い

野
蛮
人
で
あ
る
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
黒
人
奴
隷
貿
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